
（令和元年度広島県公民館等活性化モデル事業） 

館
名 

呉市阿賀まちづくりセンター 

事
業
名 

阿賀まちふるさと「新春！吟詠大型カルタ大会」 

趣
旨 

○地域で活動する住民と子供たち，保護者が協働して事業を創ることで地域へ

の愛着心を育み，まちづくりへの機運を高める。 

○まちづくりセンターの事業を通して，地区内の小中学校や高等学校と連携・

協働し，児童生徒が自主的に活動・活躍できる場を提供することで主体性を

育む。 

特
徴 

○地域の高等学校や活動団体と連携し，様々な事業で活用するための大型百人

一首を作成。 

○小学生が作成した地域の魅力をテーマにした地域カルタを活用した大会を

実施。 

事
業
の
様
子 

 

オープニングセレモニーで

吟詠定期講座の方による音

戸の舟歌が披露された後，唱

歌ふるさとを全員で合唱し

ました。 

 

阿賀小学校と原小学校の校

長先生が参加児童への激励

を行った後，詠み手となり，

百人一首や地域カルタ大会

を盛り上げました。 

 

低学年の部，高学年の部に分

かれ，百人一首大会を行った

後，原小学校３年生が作成し

た大判地域カルタを使って

カルタ取りを楽しみました。 

 

【実施期日】 

新春吟詠大型カルタ大会・・・・・・・・・・ 令和２年２月 23日（日） 

 

【実施場所】 

 阿賀まちづくりセンター 

 

【実施機関・団体】 

阿賀小学校，原小学校，呉市立呉高校，阿賀文化連盟，水墨画同好会，吟詠

講座（主催・参加者） 



活
動
実
績 

【対象者及び参加者数】 

令和２年２月 23日（日）子ども 27名 大人 35名 計 62名 

【事業費】 

52,000円（2,000円は阿賀まちづくりセンター事業費より補填） 

（内訳：報償費 8,000円，需用費 25,000円，役務費 2,000円， 

食糧費 1,000円，需用費 16,000円） 

成
果
と
課
題 

【成果】 

○地域カルタを通して，これからのまちづくりや地域づくりついて，子供たち

と保護者，地域住民が一緒になって地域の魅力を共有し，地域への愛情を深

めることができた。 

○地域の小学校と連携し，学校での学習内容と系統を持たせた地域の事業の具

体について検討し，実践することができた。 

【課題】 

○子供たちと地域住民が地域のことを再発見したり考えたりする場や時間を

設定したり，カルタの内容について発表したり語り合ったりするといった工

夫が必要である。 

○子供たちが主体となって展開していく地域カルタを活用した継続的な事業

について，地域の学校や団体等と連携しながら，その内容を検討していく必

要がある。 

【運営した感想】 

〇子供たちが製作した地域カルタを通して，地域の良さを大人と一緒に共有す

る場を提供することができた。 

【工夫したこと】 

〇大型百人一首の製作は，書の部分を市立呉高校書道部，挿絵の部分を水墨画

同好会の方に依頼し，より多くの地域団体が関わるように留意した。 

〇より多くの児童がカルタ大会を楽しめるように低学年の部と高学年の部に

分けるとともに，その場の状況に応じて柔軟にルールを運用した。 

【今後に向けて】 

○地域内の２つの小学校のうち，今年度は原小学校児童が地域カルタを作成し

たため，来年度は阿賀小学校と連携し，新たな地域カルタの作成と関連事業

を検討する。 

○子供たちが主役となる，複数の地域カルタ（原小版・阿賀小版）を活用した

事業について，地域の活動団体と連携し検討する。 

○高齢者等を対象とした事業や講座への地域カルタの活用や貸出について，検

討する。 

連
絡
先 

呉市阿賀まちづくりセンター 

〒737-0003 呉市阿賀中央 6-2-16 

電話：0823-71-9077 ファクシミリ：0823-73-5039 


